
（２）ポスター発表
中津市 耶 溪中学校・・・防災地区集会、地域の との絆を深める「絆集会」について
由布市 湯布院中学校・・・湯布院町の未来を考える「由布学」の取組について
 分市 神崎 中学校・・・ウミガメが戻ってくる海岸にするための取組（学校全体で清掃活動）
杵築市   中学校・・・・・国東半島ジビエ「  アグリ」の魅 とその発信について
豊後 野市 清川中学校・ふるさと学習と私たちの未来SDGs 炭焼き活動と稲作 
  市 東部中学校・・・・・  の偉 と  の魅 
※清川中学校、東部中学校はコロナ感染症の影響により辞退

令和３年度 OITAふるさと学習交流会 開催報告

目
的

期日
場所

①地域のよさや魅 、課題を発 
②持続可能な地域の在り方について考える
③学んだことを らの 活や 動に かす

令和４年２ ５ （ ）
＠オンライン

（世界農業遺産推進協議会共催）

内
容
と
参
加
校

（１）ステージ発表
①宇佐市 安 院中学校・・・・安 院の魅 「鏝絵」とその発信について
②姫島村 姫島中学校・・・・・・宝の島「姫島」と私たちの学びについて（ジオ学習等）
③佐伯市 宇 緑豊中学校・・宇 の魅 「神楽」「唄げんか」「 然」と課題について
④  市 直 中学校・・・・・・ふるさと直 の魅 再発 「直 魅 いっぱいBOOK」の取組
⑤  市 五 中学校・・・・・・地域に学ぶ防災学習「防災フィールドワーク」「生徒地域防災会議」
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■多くの地域が人口の減少、少子高齢化の状況で地域の方と一緒に、自分たちでアイデアを出し合っ
て、未来に伝統や文化をつなげるための工夫をしていることがわかりました。（山香中）

■他校の活動などを聞けたのは 常に良い経験になりました。 分達とは違う視点で考えていて、また
新しいアイデアなどが考えることができそうだなと思っています。参加できてよかったです。ありがとうござい
ました。（湯布院中）

■それぞれの地域で特色や課題があるということを改めて感じることができました。持続可能な社会を
作っていくためにも、時間・空間・ 間といった様々なつながりを 切にして、今ある地域の良さをもっと
広めていきたいです。貴重な機会を作っていただきありがとうございました。（神崎小中）

■それぞれの学校で地域との繋がりや、地域の“人”との繋がり、伝統を繋いでいくという3つの繋がりを意
識した発表で、惹きこまれる発表で大分のいろんな地域に興味が湧きました。自分達の地域だけでな
くいろんな地域の魅 を知れて 分全体が魅 に溢れているんだと分かりました。（安心院中）

（３）各学校からの提言
「持続可能なふるさとにするために、中学生の私たちにできること」

①宇佐市 安 院中学校
○地域全体で安 院を守る、安 院の魅 を世界へつなげていく必要がある。PR動画を英訳して
世界に発信することや、地域の方々とともに名勝を維持する活動にも取り組んでいく。

②姫島村 姫島中学校
○人口減少が課題。姫島村のよさや伝統などを多くの人々に伝え広げていく。「はがき新聞」の取組
を継続していく。魅 あふれる姫島を伝えていく。

③佐伯市 宇 緑豊中学校
○ボランティア活動を う。児童園児には宇 の魅 の紙芝居
を作成して読み聞かせる。伝統文化の継承に取り組む。文化
祭で神楽等を演じていく。宇目のよさを発信する。

④  市 直 中学校
○自分自身が「いい人になる」ことが大事なのではないか。→魅 ある になる。 徒会活動で取り
組んでいるあいさつ運動は地域を明るくし、清掃活動は直入の環境を守ることにつながる。特別な
ことをするのではなく、毎 の取組を 切にし、 分を成 させるようにする。

⑤  市 五 中学校
○  減少により、伝統芸能の維持が困難になっている。伝統の保存を うようにする。「くにち」と
いう伝統芸能の手順を映像を残す。消えるかも知れない伝統をつなぐのは私たちの仕事である。

⑥中津市 耶 溪中学校
○キーワードは「発 ・発信・発揮」。耶 溪の魅 も課題も「発 」する。わかったこと、学んだことを
「発信」する。    の をふるさと耶 溪のために「発揮」する。

⑦杵築市   中学校
○ふるさとの魅 を知り、 近な 々に発信することが 切。 分が住んでいる地域でも、まだまだ
知らないことがたくさんある。積極的に地域のことを学ぶ必要がある。

⑧由布市 湯布院中学校
○湯布院のよさを知ってもらい、「住みたい」と思ってもらう を増やすことが 切。企業誘致や学びの
場を増やすことは大人の役割だと思うが、これからの未来を担う私たちのアイデアを取り入れていくこ
とも必要。今回のように大分県の中学生でのよりよい町づくりについて話し合うことも必要。

⑨ 分市 神崎 中学校
○少子高齢化やコロナ禍で地域との関わりが減っていることが課題。神崎についてもっと興味関心を
もつことが 切。 分  が積極的に地域の活動に取り組んでいったり、地域の 々との交流・ふ
れあいの場をつくっていくことが 切だと考える。
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